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「絞り込み検索・１株配当金の使い方」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱ 富士栄

絞り込み検索の６３番に「１株配当金」検索があります。
これは、「業績手入力」にある１株配当のデータについて検索するものですが、
この度、配当利回りのデータをＣＳＶファイルへ落ちるように改良しました。

このプログラムはホームページの「プログラム修正」のページにありますのでそちらか
らダウンロードしてください。

「プログラム修正」のページ
http://www.neuralnet.co.jp/user/progdl.html

※注意点
業績手入力のデータは、予想値の場合が多いですからあくまでも目安としてご利用下

さい。
業績データの更新は、弊社が月１回しております。データの正確さを保証するもので

はありません。よって、今回の配当利回りも目安としてご利用ください。

予想値

配当利回りの計算は、現在の株価に対する配当金の割合を％であらわしたものです。

配当金÷株価×１００です。

例えば配当金が５円、株価が１００円なら５％といった具合です。

それでは今回の改良点がどのように出力されるのか試してみたいと思います。

■手順

「絞り込み検索」をクリックします。
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今回使用する項目

「６１．検索対象銘柄選択」から「貸借銘柄」を選択し、「選択実行」をクリックしま
す。

※今回は仮に貸借銘柄としました。
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次は、「６３．１株配当金」をクリックします。

ここで、わざと全部の対象銘柄を合格させるために１円以上９９９９９９９円と
します。こうすれば、全部の銘柄が合格します。

検索日は、変更出来ません。常に最新のデータについて調べます。
これは、１株配当データのうち常に最新の部分しか検索出来ないためです。
過去の２期分の１株価配当データについては検索できません。
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ここの項目しか検索対象にならないため。検索日は常に直近となります。

※他の業績データを使った検索も常に直近です。

検索が終了するとCドライブの[WinJPDta]フォルダに[63.１株配当金.csv]と
いうファイルが出来ます。

これが今回改良して出力されたファイルです。

早速エクセルから開いてみましょう。

※通常のパソコンの設定ですと、[63.１株配当金.csv]をダブルクリックする
と自然に次ページのようにエクセルから内容が表示されます。
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■エクセルからの表示

このように表示されます。

「配／株％」の部分が配当利回りです。

※通常、配当の権利日が過ぎると配当分株価も安くなります。
これが例えば３月に発生する配当落ちです。
一旦株価が下落し、もとの水準まで戻れば、配当をまるまる取れるという理屈ですが、
そう易々とは儲からないのが相場です。
銘柄選択は必要でしょう。
ただ単に配当がいいからというよりも、一旦配当落ちしても戻るだろうという銘柄を
選択しないといけないからです。
長期投資の場合は、つぶれそうもない銘柄となります。

それでは、このデータを並び替えてみます。
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■配当利回りの良い順に並び替え

この表をよく見てください。 明らかに矛盾したデータがあります。
これらは、主に株式併合によるものです。

アイフル、新日本建物、武富士などはかなり配当利回りが高めですが、配当金以上に
株価が下がって戻ってこないかもしれません。
仕掛けたはいいが、損失とならないように銘柄選択は十分に考慮しましょう。


